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5. Bドープ ･パイログラファイトの電子物性
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7. 金属のメタ磁性 とフェル ミ液体モデル

計 良 真紀子

遍 歴 電 子

徐 々 に 外 部

大 す る 現 象

magnetism
ら の

立

入

い

の
り
行

説

場

れ

.

.
く

1
2

明 が

ら
系

の

か
た
次

系

砲
が

試

メ

の
よ

物

HC
は

は
今
我

い

い
さ

又

て

､
O

､

近

き
(

い
は

た

て

O

に
大
性

つ
々
し

い
た

性

る
磁

に
我

明
用
得

磁

あ

夕
性

,
説

を

を

強

､
メ
磁

が

を

ー
製

に
と

を

タ
た

象

ギ
結

縛

る
れ

メ
き
現

ル
の

も

え

こ

.
て

の
ネ

つ

で
加

.
ぶ
れ
性

エ
3

中

を

る
呼

ら
磁
由

な

の
場
あ
と
み
夕
日
う

Fermi潅
Fermi頼

説 明 す

3 . メ タ 磁
体

率
液
磁

デ

を

ま
ま
Jd
ー

レ
レ
【山川一
LHH一

デ

デ
モ
モ

体

体
実 験 dataを

メ タ 磁 性 の

賃 に 対 し て ､ T=0 の 近 傍 で
に

､
従

回

々

く

お い て 磁 化 Mが 急 激 に 増
Fierd induced ferro
来 Stonerモ デ ル の 立 場

初 め て Fermi液 体 モ
は

つ

､ Fermi頼 体 効
か の 実 験 dAtaの

.
用

o

作
る
互

す

相

税
(

再

性
く
運

艮

普

と

し

He
但

る

′し
､ノ

あ

o

o

で

い
う

徽

な

い

特

さ

を

の
で
度

資

明

温

物

説

の

す

か

き

示
し
と

.
を

で
す

る
性

ル
示

果

解

デ

を
析

か

ル

取

を

依 存性 ) を 掃

Tmaxの 繰 形 性 は､ Fermi
､ Tmaxと は x maxtx :帯

8. 複合多芯線の磁化特性に関する研究

現在 まで､ 超伝導体の実用
び
導
軽
損
線
分
臨
に
加
流
表
界
め
径

よ
伝

の
ス
導
数

角
印
電

で
臨
求
ト

的
交
必
重

.置
態
磁
磁
JC
こ
密

こ
計

磁気

.
ヽ
.

の
が

は
は
配
状
動
た
度

す
流
(
設

体
減
失
材
散
界
変
し
密
わ
電
た
(

安定性､ 加工製
流使用において

要
要
低
し

モ
場
場

､
と
度

れ
値

ヽ

作

は

を
術
特

化
技

.となる｡ 中 でも超伝
な
抵
た
デ
を

の
超
が
と
を
)

指
様

の
休

日
等
有
導

伴 周 一

した研究は､ 材料開発､ 熱的お
々な方面か らな

失損ギレメネエ
磁動変の

れ
生

さ
を

ている｡ 超

るじ ためそ
場 に対する ヒステ リシ

問題 とな っている｡ そこで交流用 またはパルス用超伝
抗
複

ル
印
振

常伝導金属線内部 に超伝導線 をフィラメン ト状 に多
合

に
加
幅

多芯線 と呼ばれるものが使用 されている｡
る
た

よ
し

と､ 円形断面をもつ超伝導線の長 さ方向に直
時 の､ 単位体積当 りの ヒステ リシス損失Qhは､

Bmと磁場の周波数f､超伝導体の占積率 入､ 臨界
伝導フィラメン トの直径dfの積 に8/3汀を掛けたもの
できる｡ そこで様々なフィラメン ト径の複合多芯線の

ヒステ リシス損失の実測値か ら逆 にフ.イラメ ン ト径 を
等価フィラメ ン ト径deffという)｡ これをフィラメ ン
dfで規格化 したdeff/dfによって比較検討 した｡ その

-785-


